＜迫害に備えて＞電話応対編（参考までに）
· これから、マスコミからホームへ直接電話がかかってくることもあるかもしれません。

· 電話に出る人たちをあらかじめ決めておき、以下の練習をしておいて下さい。
相手：「もしもし、ファミリー(愛の家族)ですか？

Base:「こちらはファミリー○○【何でも、皆さんが使っている名前】ですが・・・。」

相手：「△△出版社ですけど、代表の方いますか？」

Base:「△△出版社のどちら様ですか？」

相手：「××です」

Base:「△△出版社の××様ですね。」

＊＊＊ここで、若い人の場合、きちんと答えられるようでしたらいいのですが、そうでない場合、大人の人を呼んでください。

Base：「少々お待ちください。」

Base2「お待たせいたしました。どんなご用件でしょうか？」

Base：「こちらには、代表という者はおりませんが、どんなご用件でしょうか？」

相手：「そちらはファミリーですよね。」

Base:「はい、そうです。」

相手：「アメリカで元信者「後継者」の殺害事件がありましたが、アメリカではテレビや新聞などで色々報道され、騒がれているようなので、日本のファミリーの人たちからのコメントをもらいたいと思って・・」

Base:「これは、雑誌かなにかの取材ですか？」

相手：「ええ」

Base:「どちらの雑誌ですか？」

相手：「週刊△△です。」

Base：「もしファミリーのことでの取材でしたら、ファミリー・インターナショナル日本連絡所が千葉県の館山にありますので、そちらの方にご連絡していただけますでしょうか？　電話番号はお分かりでしょうか？」

相手：「教えてください！」

Base:「よろしいですか？　０４７０－２８－０７７６　ですので、そちらの方へよろしくお願いします。では、失礼します。」

＊＊＊＊＊

それでも、記者は、「あなた個人のコメントを聞かせて下さい」と、しつこく聞いてくる場合があります。そんな時は、

A. 「過去、誠実にお答えしたことでも、歪曲して否定的な記事を書かれ、報道被害を受けた経験がありますので、お答えすることを控えさせていただきます」

　と、答えることが出来ます。

· 「あなたの住所は、ここにおいていないようですね。」

· 「今教育委員会に行ってきましたが、子供を学校に行かせていませんね。それが法律違反であることを知っていますか？」

· このような、誘導尋問に一つ答えると、次から次へと尋ねてきます。

· 教育委員会とか、法律と言うような言葉を聞くと、一瞬たじろいでしまいそうになりますが、それによって、うろたえることのないようにしましょう。私たちは、法律違反などしていません。（義務教育とは、子供に教育を与えなければいけない、義務です。私たちはすばらしい教育を子供達に与えています！）

· 個人情報に探りを入れてくるような時には、「プライバシーに関することにはお答えできません。」と言うことが出来ます。

EOF

